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る事､ 及びそれ等に対し適当な諸対策を講 じる事によってかな りの好成績を挙げ得る事を知った○
又､本法に見 られる二､三の不快な合併症､ 例えば後出血､ 基洞穿孔及び充填睦の化膿等に就ては
夫,h特異な症候があ り､叉､夫Jk適当な予防並びに治療対策がある事を明らかにした｡
従って合成劉 旨球充填術 (長石,辻､美濃 口).は二､三の不快な合併症 を有するにも拘 らず､肺結
核-の一新外科的療法 として成立し得るものと確信 される｡
今後各位の御後援を待て不成功例の低減に努め､ 本法の完成､ 上梓に適腔の確立に伺って進みたい と思 う｡今後 と
も従衆に萱憂らね温い御援助､御協力を賜わるよう重ねてお願い申上古ヂる賽第であるo
終 りに臨み､長時間に亘って私見を述べる硬骨を輿えられた夢2回 日本胸部外科学愈長青柳安誠教授に深甚の謝意
を表し､併せて御追試､御批判頂いた同好者諸兄､ 本研究に威て種 々御指導､ 御後援頂いた諸先輩並びに本別二死を
直接分轄 苦れた京大結核研究所医局員諸君に衷心より謝意を表 したいと思う｡
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肋膜外充填術において､ 充填睦の化暁は黄 もイこ愉快な合併症の一つであるが. われわれの経験例を
綜括し､その治療方針について御報告申しあげ､御批判を仰ぎたいと思 う｡ 昭和22年春以降,われわ/
れの手で行った充填術例約600例の中､京大綜研入所患者に行ったものは本年8月20日現在で393例あり
その うち充填腔化膿例は17例約 4.6%であるOさてこれ らの化膿例はその症状 より2群に分節 しうる0
第 1群は早期化膿群で､ 急性化膿症状をていするものであるが,これは充填術創始時代に2例あった
のみであ り､ 大量の抗菌物質の使用できる現在では,全 くみられないのは当然である｡第 1群の超炎
菌が通常の化膿菌であることは､また もちろんである｡ 舞2群は晩期化膿群で､その症状は術後一旦








れ ら晩期化操例の超炎菌を調べてみると, 痩孔を有する3例に結核菌 と-肢化膿菌 との混合感染を認
め､妻妾孔を有さない12例中. 10例には結核菌のみを認め､残 り2例には結核菌 もその他の菌 も謡.めな
かった｡ しかしながら茎洞穿孔を認めなかった8例中6例までが結核性であることの原因が.肋膜外
剥離だけによるものかどうかを知るために,8例の充填術例において充填術後数回にわた り充填腔円血
液を調査したのであるが､結核菌 も他の一般菌 も認めなかったのである｡ 未だ例数不足であるが,充





扱わざるをえなかった4例は,1例死亡し, 2例は治癒甚だ困難な状態とな り､ 1例のみ痩孔を環 し
てや 経ゝ過良好である｡これに対して閉鎖性に処置 しえた 9例中3例は経過極めて順調であり､6例 も
治癒の望み充分である｡








を易晒 し､手術創を一次的に閉鎖させ, さらに化膿睦の縮小と虚脱肺の甲膨脹を防 ぐ目的をもって成
形術 を施行すべきであるo
肋膜外合成樹脂球充填術後の気管枝造影像 ~
佐 川 雅 之 助





囲 を満足しても上述の粟管枝ことに上葉策一前枝は末楠までみとめられ､ しか も拡弓長した像を示し,
この場 合には手術不成功例がしばしばみられる｡ つぎに水平枝､｣二葉弟2前校はこれが充分屈曲を示
